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行政区域面積
536.09㎢

（東京23区627.57㎢）

計画給水区域面積
541.09㎢

導・送・配水
管路総延長（R５年度)

1,412㎞

給水人口（R５年度)

72,528人

１．登米市水道事業の概要と沿革①登米市水道事業の概要①
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登米市水道事業の概要② 〔浄水場の概要〕

施設名 給水開始年月 給水区域 施設能力 連絡管有無 水源 処理方式

保呂羽浄水場 昭和52年6月
迫町、中田町、登米町、南方町、米山町、

豊里町、津山町柳津地区、石越町(一部)
30,700㎥/日 有 北上川水系北上川（表流水） 薬品沈殿・急速ろ過、塩素減菌

石越浄水場 平成16年2月 石越町 2,100㎥/日 有 北上川水系迫川（表流水） 薬品沈殿・急速ろ過、塩素減菌

大萱沢浄水場 平成10年1月 津山町横山地区 760㎥/日 無 大萱沢（湧水） 沈殿池・緩速ろ過、塩素減菌

米川浄水場 昭和47年3月
東和町米川地区、米谷地区(一部)、

錦織地区（一部）
1,420㎥/日 有 北上川水系二股川（地下水） 塩素減菌・紫外線・脱炭酸処理

錦織浄水場 昭和32年4月 東和町錦織地区、米谷地区(一部) 850㎥/日 有 北上川水系大関川（伏流水） 薬品沈殿・膜ろ過、塩素減菌

米谷浄水場 昭和55年3月 東和町米谷地区 1,200㎥/日 有 北上川水系大関川（地下水） 塩素減菌、紫外線処理

楼台浄水場 平成12年4月 東和町楼台地区 110㎥/日 有 北上川水系恩田川（地下水） ろ過タンク方式・塩素減菌

合ノ木浄水場 平成17年4月 東和町合ノ木地区 8㎥/日 無 北上川水系合ノ木川（表流水） 膜ろ過・塩素減菌

大綱木浄水場 平成17年4月 東和町大綱木地区 10㎥/日 無 北上川水系上鱒淵川（表流水） 膜ろ過・塩素減菌
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水道事業の概況

①人口の概況
登米市の行政区域内人口は平成17年度（合併当初）から平均で毎年1,000人程度減少を続け、令和５
年度末で72,754人となりました。また、給水人口は72,528人で平成17年度末と比較し、14,692人減少し
ています。給水普及率は99.7％となっていますが、給水人口が大幅に減少しており、水道事業におけ
る収入の減少に直結する問題となっています。

〇行政区域内人口
平成17年 90,850人

↓
令和５年 72,754人

18年間で18,096人減少

〇給水人口
平成17年 87,220人

↓
令和５年 72,528人

18年間で14,692人減少
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14,692人減少



②給水件数と調定水量の推移
市内における世帯数の増加に伴い、給水件数は増加傾向となっていましたが、平成27年をピークに
減少しています。また、調定水量も東日本大震災の影響により仮設住宅や賃貸住宅の増加により
一時的に増加しましたが、減少傾向となっています。令和２年度において給水件数が増加していま
すが、石越町駅前地区が栗原市から本市の給水区域に加わったためです。
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令和５年度決算状況
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県内市との水道料金比較表

〇県内13市（東松島は石巻広水※に含む）の比較 ※石巻地方広域水道企業団の略称名

令和６年４月１日現在、一般家庭用の口径２０㎜で２０㎥使用した場合、県内で２番目の料金
となっています。
水道事業は、水道料金で経営する「独立採算制」が基本であり、料金は団体毎の実情に沿っ
た金額を設定しています。

出典：名取市ホームページより
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地震に強い水道への取り組み（水道施設の災害対策）

•東日本大震災の経験から、災害による施設被害やそれに伴う断水の影響を
最小限にとどめるため施設整備を行い、安定給水の確保に努めてきました。

◆これまでの取り組み

施設の強靭化

•下り松ポンプ場を新設し取水方式の見直しを行い、より安定した取水が可能となった。

•新田配水池を新設し迫川西部地区における配水拠点として整備を行い安定供給が図ら
れた。

バックアップ体制の強化

•浄水場間で水の融通ができる連絡管を整備し、事故や災害時において浄水場に被害が
あった場合でも、水の供給が可能となり安定給水が図られた。

•浄水場等に非常用電源設備を設置し、停電時において給水に必要な電力を確保した。

基幹管路の耐震化

•災害時においても安定した水道水の確保を行うため、計画的に耐震性の高い水道管へ
更新を実施している。

新田配水池

下り松ポンプ場自家発電機
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官民連携の推進

•包括民間委託を推進し需要家サービス向上や業務の効率化に取り組み経
営の健全化を図っています。職員数も平成17年度から26名減の※24名で業
務を行っています。 ※令和７年４月１日現在 水道事業職員数（会計年度任用職員含み）

◆これまでの取り組み

料金徴収・給水装置管理等業務委託

•水道料金の支払い、給水開始・休止の申込み、水道メーター検針、給水装
置工事管理などの業務

浄水施設等管理運転業務委託

•水道施設（浄水場、ポンプ場、配水池等）の維持管理及び運転業務

配水施設等維持管理運転業務

•配給水施設等の維持管理、漏水調査及び緊急工事の施工及び精算業務。


